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【
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

汚泥発酵肥料「すくすく君」の無料配布について汚汚汚汚汚汚泥泥泥発発発発酵酵酵酵肥肥料料料料「「「「「すすすすすすすくくくくくくくくすすすすすすすくくくくくくくく君君君君」」」」」」」のののののののの無無無無無無無料料料料配配布布布布布布ににににににつつつつつついいいいいいてててててててて汚泥発酵肥料「すくすく君」の無料配布について汚泥発酵肥料「すくすく君」の無料配布について
　小山広域保健衛生組合小山広域クリーンセンター（し尿処理施設）は、し尿処理施設でし尿を処理する過程で発生し

た汚泥を脱水し、生ごみと混ぜ合わせ、発酵させた汚泥発酵肥料を家庭菜園用として市町民（小山市・下野市・野木町・

上三川町）の皆様に活用してもらうことを目的として、汚泥発酵肥料「すくすく君」の無料配布を平成25年11月1日

（金）より平成26年3月31日（月）までの期間に限り実施いたします。（※予約の受付は平成25年11月1日（金）～開始）

56▶問い合わせ先＝住民生活課　生活環境係　　　　 9131

◎放射性セシウム濃度
　「すくすく君」は、国が定める放射性セシウムを含む肥料の暫定許容値である400Bq／㎏以下の製品であり、市
場に流通可能な肥料です。

◎「すくすく君」の配布

毎週月曜日（祝日の場合は翌日とします。）

午前10時～午後4時

市町民提供分（家庭菜園用）
　・事前予約が必要です。
　・月初めに500袋（15㎏／1袋）の肥料を用意し、その月の配布は終了となり
　 ますので、ご了承願います。
　・お一人につき5袋を原則とし、毎月先着順（電話予約）とします。

アクアペックスおやま（株）　
　住　所：小山市大字塩沢604番地内
　電　話：0285（37）7691（受付時間：午前9時～午後5時）
　Ｆ Ａ Ｘ：0285（37）7692

小山広域クリーンセンター　駐車場
　住　所：小山市大字塩沢604番地

配　布　日

配　布　時　間

配　布　方　法

予　約　受　付

配　布　場　所

相談窓口

栃木県県南健康福祉センター　0285-22-6119
栃木県保健福祉部薬務課　　　028-623-3779

覚せい剤の別名は『S』『スピー

ド』『アイス』『ヤセ薬』など。

覚せい剤を使うと、無いもの

があるように見える「幻覚」が

出ることも！それが原因で、刃

物で自分を傷つけたり、殺人事

件を起こす人もいるんだ。

かく ざい

かく ざい つか な

み

で げんいん は

もの

けん お ひと

じぶん きず さつじんじ

げんかく

べつめい えす

ぐすり

覚せい剤
かく ざい

違法ドラッグは『合法ハーブ』

『お香』などと言って売られて

いるんだ。

麻薬とかそれに似たものが入

っていたりしてとても危険。一

回の使用でも死亡することも

あるんだ！

いほう

まやく

かい しよう しぼう

に

きけん いっ

はい

ごうほう

こう い う

違法ドラッグ
いほう

大麻は『マリファナ』『クサ』『チ

ョコ』などとも呼ばれてるんだ

って。最近、問題になっている

薬物で、何もやる気がしなくな

ったり、記憶力が弱くなってし

まうのよ。

たいま

よ

さいきん

やくぶつ なに き

もんだい

きおくりょく よわ

大    麻
たい ま

薬物乱用薬物乱用薬物乱用

一人で悩まず、一人で悩まず、
　　　まず相談！！　　　まず相談！！
一人で悩まず、
　　　まず相談！！

ダメ、ゼッタイ！ダメ、ゼッタイ！ダメ、ゼッタイ！ダメ、ゼッタイ！ダメ、ゼッタイ！
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熱
が
出
る
な
ど
、具
合
が
悪
い
時
は
、早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
2
0
1
3
に
つ
い
て

　

深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題
の
解
決

の
た
め
、栃
木
県
は
、11
月
を
多
重
債
務

者
対
策
強
化
月
間
と
位
置
付
け
、無
料

相
談
会
を
は
じ
め
と
し
た「
多
重
債
務

者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施

し
ま
す
。

　

多
重
債
務
の
問
題
は
、誰
に
で
も
起
こ

り
う
る
問
題
で
す
。た
と
え
ば
、医
療
費

が
払
え
な
い
、今
月
の
家
賃
が
払
え
な

い
、生
活
費
が
足
り
な
い
と
い
っ
た
、日

常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
多
重
債
務
と
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。返
済
し
き
れ
な
い
借
金（
多
重
債

務
）を
抱
え
て
い
る
方
々
の
多
く
は
、次

の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

①
多
重
債
務
者
は
借
金
返
済
の
た
め
に

　

借
金
を
く
り
か
え
し
、状
況
を
悪
化
さ

　

せ
て
い
ま
す
。

②
日
々
の
取
り
立
て
に
追
わ
れ
、冷
静
な

　

判
断
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

③
誰
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か
ら
ず
、苦

　

し
ん
で
い
ま
す
。

④
借
金
を
返
済
し
よ
う
と
ヤ
ミ
金
に
手
を

　

出
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。

⑤
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、自
殺
し
て
し

　

ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、多
重
債
務
の
問
題
は
早
期

に
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

借
金
問
題
、多
重
債
務
問
題
は
必
ず
解

決
で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、上
三
川
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
＝

　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
4
時

▼
相
談
場
所
＝

　

上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
産
業
振
興
課
内
）

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝

　

上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　
　

9
1
5
3

消
費
豆
知
識
⑥

○
裁
判
開
始
通
告
の
架
空
請
求

　
「
民
事
訴
訟
裁
判
通
達
書
」「
紛
争
問
題

に
関
す
る
確
認
依
頼
」等
と
書
か
れ
た
は

が
き
が
届
き
、連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、原

告
側
の
主
張
が
全
面
的
に
受
理
さ
れ
、給

料
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
強
制
執
行
す

る
と
あ
る
。ま
っ
た
く
身
に
覚
え
が
な
い

の
だ
が
、ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、不
特
定
多

数
の
人
に
は
が
き
や
封
書
を
送
り
付
け
、

受
け
取
っ
た
側
の
不
安
を
あ
お
り
、お
金

を
騙
し
取
ろ
う
と
す
る
手
口
で
す
。

　
「
日
本
司
法
○
○
協
会
」「
全
国
紛
争
○

○
セ
ン
タ
ー
」な
ど
と
、実
際
に
は
存
在
し

な
い
公
的
な
機
関
を
装
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

裁
判
所
か
ら
の
本
物
の
通
知
に
は「
特

別
送
達
」と
書
か
れ
て
お
り
、は
が
き
や
普

通
郵
便
で
送
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、郵
便
職
員
が
宛
名
の
人
に
手

渡
す
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

は
が
き
に
あ
る
電
話
番
号
に
連
絡
す
る

と
、さ
ら
に
違
っ
た
連
絡
先
を
教
え
ら
れ
、

「
裁
判
を
取
り
下
げ
る
た
め
の
費
用
を
振

り
込
む
よ
う
に
」な
ど
と
、多
額
の
費
用
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
は
が
き
や
封
書
が
届
い
た

場
合
に
は
、絶
対
に
相
手
に
連
絡
せ
ず
、無

視
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

56

　

11
月
9
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
は
全

国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。こ
れ
か
ら
の

季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、火
災
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。火
災
が
起
き
な
い
よ
う
、火

の
取
り
扱
い
に
は
、充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

3
つ
の
習
慣

（1）
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。  

（2）
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

（3）
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

　

は
、必
ず
火
を
消
す
。 

4
つ
の
対
策

（1）
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災

　

警
報
器
を
設
置
す
る
。

（2）
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

　

を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

（3）
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住

　

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

（4）
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
を
守
る

　

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

　

総
務
課　

交
通
防
災
係

            

9
1
1
5

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
の
用
心　

心
で
鳴
ら
す　

警
報
器
」

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
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